
FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

Briefing Transcription

2026 年 2 月 25 日（水）

企業情報はこちら >>>

紹介動画はこちら >>>

3660  東証プライム市場　情報・通信業

　2026 年 6 月期第 2 四半期　決算説明文字起こし　

株式会社アイスタイル

https://web.fisco.jp/platform/companies/0366000
https://youtu.be/CNd-PMJCSVM


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 2 月25日（水）株式会社アイスタイル
3660  東証プライム市場　情報・通信業

01 17

■ �2026 年 6月期第 2四半期決算 決算説明会を受けての�
FISCO アナリストコメント---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 01

■出演者-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 02

■決算説明-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 03

■質疑応答-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 16

	█目次



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 2 月25日（水）株式会社アイスタイル
3660  東証プライム市場　情報・通信業

01 17

	█ 2026年 6月期第2四半期決算 決算説明会を
受けてのFISCOアナリストコメント

・�ユーザーアクション総数（＝アクションしているユーザー数× 1人あたりアクション数）は過去最高、
メディア（1,670 万MAU）・EC（月間購入者数 19万）・店舗（同 51万）間での効率的な送客を実現で
きており、コロナ禍からの完全復活を確認。稼ぐ力は過去最高レベルに到達している。

・�2Q決算はリテール事業がトップラインを牽引し、シナジーでマーケティング支援事業の成長が加速、
複数の成長投資を吸収して増益となっており、下期偏重の通期業績予想に対しても順調な進捗。

・�2026 年 6月期は売上高で前期比 20.7%増、営業利益で同 20.1%増と引き続き高い成長を見込む。

・�メディアMAUと EC・店舗月間購入者数の差分が伸びしろであり、インナーケア (サプリメント )、エ
イジングケア フェムテック等、他の BEAUTY 領域などの新規領域も含め、2028 ～ 2029 年度の売上
高 1,000 億円、営業利益 80億円を目指す。

・�中期目標達成時の営業利益CAGRは+25～35%程度となり、現状のPER15倍にアップサイドポテンシャ
ルを感じる。中計最終年度の PER15 倍でも時価総額は 840 億円が試算される（現在 464 億円）。
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	█出演者

株式会社アイスタイル 吉松 徹郎様代表取締役会長 兼 CEO

株式会社アイスタイル 遠藤 宗様代表取締役社長 兼 COO

株式会社アイスタイル 菅原 敬様取締役副会長 兼 CFO

株式会社アイスタイル 濱田 健作様上級執行役員 兼 CSO

司会者



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 2 月25日（水）株式会社アイスタイル
3660  東証プライム市場　情報・通信業

02 17 03 17

	█決算説明
■アイスタイル　吉松様
株式会社アイスタイル代表取締役 CEO の吉松です。お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。2026 年 6 月期第 2 四半期の決算説明をさせていただきます。
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【参考】事業セグメントの構造

・BtoBサービス 広告・ソリューション
Marketing SaaS

・国内小売 EC
店舗

・海外向け EC・卸売 / 店舗 /メディア

・人材派遣
・BtoC課金サービス
・投資育成ほか

マーケティング
支援

リテール

グローバル

その他

メディア

EC 店舗

国内

海外
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【参考】事業セグメント別業績 / 年次推移

※ 当該資料の数値は、百万円未満を四捨五入して記載しております

事業概要 セグメント別の売上高・営業利益率の推移売上構成
(FY25) （単位:百万円）

・BtoBサービス 広告・ソリューションサービス
Marketing SaaS

etc.

・国内小売 EC
店舗

etc.

・海外向け EC・卸売
店舗
メディア etc.

・人材派遣
・BtoC課金サービス
・投資育成ほか etc.

連 結

その他

14%

78%

6%

2%

100%

マーケティング
支援

リテール

グローバル

CAGR: 22.1%

CAGR: 10.6%

CAGR: 24.1%

CAGR: -2.8%

CAGR: -1.6%
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2Q累計 / 決算サマリー & トピックス

決
算
サ
マ
リ
ー

ト
ピ
ッ
ク
ス

連結売上高 YoY +21.2％ / 連結営業利益 YoY +23.0％

 複数の成⾧投資を吸収して増益

 通期業績予想に対して順調な進捗

 リテール事業がトップラインを牽引し、シナジーでマーケティング支援事業が成⾧加速

マーケットポジションの強化と拡大
 プラットフォーム全体(メディア・EC・店舗)が活性化し、ユーザーアクション総数も続伸

 香港旗艦店「@cosme HONG KONG」をオープン。 中⾧期で東アジアの起点へ

 業界内外と共創する大型イベント「Tokyo Beauty Week」を2Qに初開催

1 ページ目、2 ページ目は参考として私たちのビジネスモデル、過去の成長について書いてあります。3 ペー

ジの今回の 2Q 累計決算サマリーからお話しいたします。

まず、連結の売上高は前年比 21.2% 増、連結営業利益も前年比で 23% 増ということで、順調な成長をしてい

ます。過去の成長投資を吸収して増益しておりますし、通期業績に対しても順調な進捗をしています。

やはり私たちの事業においては、リテール事業を広げつつ、同時にその恩恵をマーケティング支援事業という

形で回収していく、成長させていくという、このモデルが引き続き非常に良い回転に入っていると私たちとし

ては感じています。

トピックスとして挙げていますが、何より「マーケットポジションの強化と拡大」と書きました。今、化粧品

業界、ビューティー業界において、ネットとリアルの融合を実際に実現できている企業は非常に限られていま

す。その中において、各ブランドのマーケティング支援をきちんとできるという意味で、私たちの数字が伸び

ているのも、このマーケットにおけるポジションをきちんと確立しているからだと思っています。その根底に

なるユーザーアクションも伸びています。

また今期からは、さらに私たちの事業可能性を広げるため、@cosme HONG KONG（アットコスメ香港）も

オープンいたしました。また、@cosme というブランドだけではない「Tokyo Beauty Week」を今回開催し

ているというのも大きなポイントになっています。

決算説明
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ユーザーアクションの総数(生活者の熱量)は過去最高値へ

※ ユーザーアクション:当社プラットフォーム内における、閲覧以外のクチコミ・購買・プレゼントやモニター応募・商品Like・ブランドフォローなどのアクション

⁃ AI時代においても不変の価値(信頼・体験)で、ユーザーの熱量を最大化
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18,000,000

ユーザーアクション総数の月次推移

集計方法
変更による
異常値

（＝アクションしているユーザー数  1人あたりアクション数）

こちらのユーザーアクションの総数、推移につきましては、こちらに表示させていただいております。実際に

サイトに集まってくるユーザーが、サイトの情報を見るということだけではなく、ブランドのイベントに参加

したり、サンプルや購入という形で、私たちのプラットフォームにおけるアクションをこちらで示しています。

©  istyle Inc. 5

プラットフォームの成⾧方針
⁃ これまでと変わらず、リテール事業でユーザーとブランドの接点を増やし、マーケティング支援事業でデータをマネタイズ

顧客体験を進化させながら
メディア・店舗との連携を高め
ユーザーとブランドの接点を増やす

顧客体験を進化させながら
新規出店と既存店の活性化により
ユーザーとブランドの接点を増やす

マーケティング支援事業

高利益率の当事業
の成⾧による

連結営業利益増

データベース
データベース
さらなる充実

リテール事業

「販売力を有する
小売事業者」

としてのさらなる成⾧

ユーザーの購買データの蓄積と
メディア内のアクションデータとの連携

オンライン・オフラインを
跨いだユーザー行動の
可視化と、ユーザーへの
コミュニケーション

データドリブンによる
ソリューション拡大

SNS
マーケティング
へ支援拡大

プラットフォームで培ったアセットの
マネタイズを加速させる

メディア

店舗EC

再掲

私たちのプラットフォームは、この EC と店舗、そしてメディア、これがきっちり 1 つのデータベースでつな

がっています。また、これが構造だけではなく、会社の中のサービスとして連携しているのが非常に大きなポ

イントになっています。

決算説明
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マーケティング
支援
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購買

プラットフォームを横断したマーケティングソリューション
⁃ メディア・EC・店舗を横断したマーケティング施策で購買へと導く。 リテール事業の販売ボリューム増加に伴い提供価値が相関して向上

サンプリング

EC広告

キャンペーン後

メディア・EC・店舗を横断したマーケティングソリューション

施策連携

取得したデータをもとに
マーケティング戦略を立案

タイアップ広告

データ
コンサルティング

施策連携

データベース

施策連携

コンサルティングで得た
インサイトを施策に落とし込む

キャンペーン前～中

購買データ

行動データ

ポップアップ
イベント

店頭広告

SNS連携

・・・提供サービス

実際にこれを横断したマーケティングソリューションという形で、私たちはブランドとユーザーをつなぐとい

うことだけではなく、その出口としての購買というところまで一気通貫で展開していきます。このキャンペー

ンのデータ、メディアと EC と店舗を合わせたデータと同時に購買データを合わせるからこそ、どういうユー

ザービヘイビア、ユーザー行動が起きているかを見ることができ、今回はこれを「データコンサル」という形

で、より深くクライアントさんへ提案できる体制になりました。

このデータコンサルがあるからこそ、次、来年度はこういうキャンペーンをやろう、こういうコミュニケーショ

ンを年間でやっていこうという中長期的な提案が効いており、クライアントさんとの関係性、その中にあるサー

ビスの深度、深さが深まってきているのが今の状況です。

マーケティング
支援

©  istyle Inc. 7

リテール事業とのシナジーでブランドの戦略的パートナーへ

※店頭でのポップアップイベントや広告サイネージ、ECサイトの広告やサンプリングなどの販売促進を目的としたサービス

⁃ 圧倒的な顧客接点(EC・店舗)の創出により、相関的にマーケティング支援事業が成⾧
⁃ 今後はデータのマネタイズを確立し、それによるシナジーで既存ソリューションの成⾧を加速させる

リテール活用の
販売促進サービス

広告ソリューション
サービス

マーケティング支援事業の売上高内訳

リテール
(EC・店舗)

データ
コンサルティング

マーケティング
ソリューション

独自データによる
インサイト

購買への繋ぎこみと
顧客接点とデータの取得

データに基づく
広告・販促施策

YoY
+31%

YoY
+31%

統合されたプラットフォームで
好循環を形成

リテールとのシナジーで
ブランドとの取引規模拡大

※

実際に私たちのリテールは、単に物を売るという場所だけではなく、ブランドとユーザーが実際に出会ってい

く一番大きな場所と捉えています。ネットとリアル両方があるからこそ、私たちのサービス提案の幅が、そし

て深さが増していって、結果として両方の数字が伸びているのが今の私たちの状況です。

この後、具体的な話につきましては、実際の各セグメントの状況について遠藤の方から詳細をお話しさせてい

ただきます。

決算説明



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026 年 2 月25日（水）株式会社アイスタイル
3660  東証プライム市場　情報・通信業

06 17 07 17

©  istyle Inc. 8

確立したプラットフォーム領域を拡大へ
⁃ さらに他プレイヤーを巻き込み業界全体を活性化し、中⾧期で海外にもプラットフォーム領域の拡大・確立へ

領域拡大に向けた施策

美容業界全体を巻き込み
産業を成⾧させるパートナーへ

「Tokyo Beauty Week」

香港旗艦店を起点に
海外の収益基盤確立へ

「@cosme HONG KONG」

(詳細はP25参照) (詳細はP24参照)

私たちの @cosme というサービスは、実は日本だけではなく、今回香港の方にも展開しました。コロナ前、

グローバルでは 100 億近くまで事業を一度成長させることにトライしていましたが、色々な状況があり、一

度国内に集中することをしてきました。この国内の足元がきっちり固まり、数字が出始めたからこそ、次への

展開として海外、香港にまず第一歩をもう一度踏み出すということをしております。

合わせて、今回この Tokyo Beauty Week も発表し実施させていただきました。@cosme というブランドに

限らず、色々な可能性でユーザーとブランドさんとの出会いを創造していく。将来への投資も始まっています。

これからまだまだ当社の広がりにご期待いただければと思っています。では、具体的な数字について遠藤の方

からご説明いたします。

■アイスタイル　遠藤様

©  istyle Inc. 10

2Q累計 / ハイライト (単位:百万円)

マーケティング支援・リテールなどの国内事業が業績牽引。 複数の成⾧投資を吸収して増益。

ブランドとの取引規模拡大もあり増収加速。 同イベントの費用を吸収して増益。

EC・店舗ともに購買客数の増加により増収･増益を継続。

香港旗艦店のオープン(1ヵ月計上)で増収。 同店のオープン関連費用を除外した本来収益は黒字化。

一部のBtoC課金サービスの終了に伴い減収・減益となるも、想定内の推移。

マーケティング
支援

リテール

グローバル

その他

連 結

全社費用
(調整額含む)

百万円)-225(YoY-248%)+18.3(YoY2,431

%)+23.0(YoY1,839%)+21.2(YoY40,089

%)+24.4(YoY1,769%)+28.9(YoY6,048

%)+27.6(YoY1,664%)+20.7(YoY30,826

%)-63.2(YoY47%)-1.0(YoY784

百万円)-59(YoY-1,393

売上高

売上高

売上高

売上高

売上高

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益

営業利益(管理部門の人件費や本社家賃等)

では、2Q 累計のハイライトをご説明させていただきます。

決算説明
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今、吉松から全体の概略をご説明させていただいた通り、売上高はほぼ 400 億、前年比で 21.2% 増、営業利

益は 18.4 億、前年比で 23% 増ということで、マーケティング支援、そしてリテールという主力事業が業績

を牽引してくれました。先ほどの Tokyo Beauty Week や香港の旗艦店という、今後の成長を見据えた投資を

今回この 2 クォーターでやっておりますが、それも吸収して増益を図ることができました。

マーケティング支援事業に関しましては、売上高 60 億 5,000 万円、前年比で 28.9% 増、営業利益も 17.7 億、

前年比で 24.4% 増ということで、ここ最近ずっとこのマーケティング支援事業の成長が当社全体の収益を押

し上げる一番のポイントだというお話をさせていただいておりますが、ここが順調に成長してきていることを

非常にポジティブに捉えています。

実際にブランドさんとの取引拡大もあって増収がさらに加速していますし、先ほどの Tokyo Beauty Week の

イベントコストもここに含まれておりますが、それも吸収して増益を図ることができました。

リテールに関しましては、売上高 300 億強、前年比で 20.7% 増、そして営業利益は 16.6 億ということで、

ここも前年比で 27.6% の成長となりました。順調に EC、店舗ともに顧客数を増やしており、増収増益を継続

しております。

そして、グローバルです。売上高 24.3 億で 18.3% の前年比より成長。営業利益はマイナス 2.5 億ということで、

前年比で 2.2 億程度のマイナスになっております。2 クォーターに香港の旗艦店オープンがあり、売り上げと

しては増収していますが、そのオープンに至るまでのコストがここに乗ったため、トータルではマイナスにな

りました。ただし、この香港オープンの関連費用を除くと、本来の収益は黒字化できていると考えています。

その他に関しましては、一部のサービス終了もありましたが、想定内の推移となっております。また全社費用

は、マイナス 14 億程度ですが、これも前年比でマイナス 6,000 万ということで、コストコントロールも全体

でできております。

©  istyle Inc. 11

48.3%

48.4%

49.2%

45.7%

0% 25% 50% 75% 100%

2Q累計 / 連結業績予想に対する進捗率
⁃ 各段階利益は通期業績予想(下期偏重の利益計画)に対して順調な進捗

通期業績予想 2Q累計実績(単位:百万円) YoY

+21.2%40,08983,000売上高

+17.6%16,829-売上総利益

+17.0%14,990-販売管理費

+23.0%1,8393,800営業利益

+17.7%1,8683,800経常利益

+10.1%1,2112,650親会社株主に
帰属する純利益

連結業績概要 通期業績予想に対する進捗率

業績の進捗です。通期の業績予想は売上高 830 億、営業利益 38 億円ということで出させていただきまし

た。期初にご説明させていただいた通り、下期偏重の利益計画で進んでおりますので、全体の売上高の進捗

48.3%、営業利益も 48.4%。経常利益、純利益とも比例しておりますが、非常に順調に進捗していると考え

ております。下期もまた、順調な成長の中でも気を緩めずに通期の達成に向かって進んでまいります。
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6,410 7,141 
9,663 

14,282 

18,888 

28,470 
32,193 

30,564 30,950 
34,401 

42,890 

56,085 

68,768 

83,000 

連結売上高 / 年別推移
⁃ 順調にトップラインを更新

（単位:百万円）
FY

02年11月
EC開始

07年3月
店舗開始

3Qより海外向け
EC・卸売開始

1QよりM&Aした海外企業
3社のPLを連結

初年度売上
0.9百万円

262524232221201918171615141312111009080706050403020100

コロナ
影響開始

17,109

20,358

27,117 

33,072

2Q累計実績
40,089

通期業績予想

連結売上高は経年で示させていただいておりますが、順調に成長しています。
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15,038 
18,033 16,813 

18,884 18,442 
21,646 

+17.5%

+30.7%

5.8%
+35.1%

2,298 2,393 2,372 2,588 2,920 3,128 

11,354 
14,178 13,116 14,814 14,164 

16,662 
999 

1,057 
996 

1,123 1,004 

1,427 

387 

405 
329 

359 355 

429 

5.1%
4.1%

5.1% 4.3%
5.6%

3.7%

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

YoY

セグメント別売上高 / 四半期別推移

連結営業利益率

その他
グローバル

リテール
(オンライン・オフライン)

マーケティング支援

⁃ 香港旗艦店(グローバル事業)の寄与に加え、主力のマーケティング支援・リテール事業が共に成⾧しグループ全体のトップラインを牽引

（単位:百万円）
売上高

+20.0%前年同期比

セグメント別の売上高についても、主力事業すべてで順調に売上高を伸ばしています。連結営業利益率は、前

年が 4.1%、今期 3.7% ということで下がっているように見えますが、先ほど申し上げた通り、香港の旗艦店オー

プン、そして Tokyo Beauty Week という新しい取り組みの成長投資が含まれております。それを除けば順調

に成長できていますし、この投資は我々にとって今後必要なものだと考えておりますので、特に営業利益率に

関しては問題視しておりません。
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マーケティング
支援
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2,298 2,393 2,372 2,588 2,920 3,128 

「Tokyo Beauty Week」
開催

一過性のソフトウエア償却
費用:80百万円

セグメント別売上高 / 四半期別推移
⁃ 売上高:大型イベント「Tokyo Beauty Week」の開催に加え、リテール事業とのシナジーでブランドとの取引規模が拡大
⁃ 営業利益率:前述イベントの影響を除いた場合、32.4%で好調に推移

トピックス

BtoBサービス
広告・ソリューション
Marketing SaaS

（単位:百万円）
売上高

営業利益率

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

+30.7%前年同期比

28.8%
31.8%

27.1%
29.2%

33.3%

25.5%

32.4%
イベントの影響を
除いたOPR

そして、マーケティング支援事業です。売上高は先ほどのご説明の通り順調に成長しております。営業利益に

関しましても、イベントの費用を除くと 32.4% ということで、前年と比べても成長を果たせています。リテー

ル事業が成長していることと合わせて、先ほどの吉松の説明の通り、リテールでの接点が増えてデータがさら

に強化していく中で、ブランドとの取引が拡大している。オンライン、オフラインの両方のサービスが成長で

きているのが、この事業の成長の根源となっていると考えます。

リテール
(オンライン・オフライン)
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11,354 
14,178 13,116 

14,814 14,164 
16,662 

+22.6%

+14.6%

3,544 5,223 4,186 5,287 4,481 6,402 

7,810 
8,955 8,930 

9,527 9,682 
10,260 

34店舗33店舗32店舗32店舗32店舗30店舗
12月の販売イベント「@cosme
BEAUTY DAY」開催
(プロモーション費用:107百万
円)
【開店】
MOZOワンダーシティ:12月

【開店】
ニュウマン高輪店:9月

【増床・改装】
@cosme NAGOYA:
6/19リニューアルオープン

6月の販売イベント
「@cosme SPECIAL 
WEEK」開催
(プロモーション費用:ゼロ)

【休業】
@cosme TOKYO:21日間
休業
(3/5リニューアルオープン)

12月の販売イベント「@cosme
BEAUTY DAY」開催
(プロモーション費用:119百万
円)
【開店】
札幌ステラプレイス店:10月
金沢フォーラス店:12月

[増床･改装]
イオンモール浦和美園店:7月
アミュエスト博多店:8月
アトレ亀戸店:9月
[閉店]
東京小町ららぽーと横浜店:8
月

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

⁃ 売上高:【店舗】インバウンドの一部減少がありながらも、国内客や新店の寄与でYoY・QoQで伸⾧
【EC】販売イベント「@cosme BEAUTY DAY」の寄与で成⾧軌道を維持

⁃ 営業利益率:販売ボリュームの増加に伴い収益性が向上しYoY改善

セグメント別売上高 / 四半期別推移

EC

店舗

期末時点
直営店舗数

（単位:百万円）

営業利益率

売上高

トピックス

YoY

6.3%
4.2%

6.4% 6.5% 6.1% 4.8%

+17.5%前年同期比

リテールも順調に成長できています。インバウンドの減少が色々なところで言われておりますが、12 月ぐら

いには一部影響を受けたものの、国内のお客様や新店の寄与もあり、前年比、そして全四半期比でも成長でき

ています。EC に関しましても、例年通り「@cosme BEAUTY DAY」が 12 月にありましたので、ここでの

成長も加えてトップラインは成長できています。合わせて営業利益率も、前年4.2%、今期4.8%と、販売ボリュー

ムが増加して生産性が高まっていると言え、前年比では改善してきています。
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グローバル
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999 1,057 996 1,123 1,004 

1,427 
-19.1%

+75.3%

+39.2%

3店舗2店舗2店舗2店舗3店舗3店舗
【開店】
@cosme HONG KONG:
12月

※旗艦店のオープン関連費
用:147百万円

※旗艦店のオープン関連費
用:104百万円

※旗艦店のオープン関連費
用:117百万円

※旗艦店のオープン関連費
用:12百万円

【閉店】
East Point City Store:
2月

398 431 403 609 515 601 
329 340 314 

238 255 

595 272 286 279 
276 

234 

231 

セグメント別売上高 / 四半期別推移
⁃ 売上高:12月にオープンした香港旗艦店の寄与で増収 (1ヵ月計上)
⁃ 営業利益率:香港旗艦店のオープン関連費用を除く定常収益は黒字化

営業利益率

メディア・その他

EC・卸売

店舗

（単位:百万円）
売上高

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q
期末時点
店舗数

トピックス

YoY

-1.4% -0.9% -4.7% -9.4%
-14.9%

-6.9%

-3.5% 1.1%
-4.5%

3.4%

+35.1%前年同期比

香港旗艦店の
オープン関連費用※

を除いた利益率

グローバルについては、トップラインは順調に成長しました。これは、香港旗艦店の増収がインパクトを与え

ています。ただし、営業利益率に関しては、旗艦店オープンに伴う事前の賃料や関連費用がありましたので、

マイナス 6.9% という結果になりました。ただ、このオープン関連費用を除くとプラス 3.4% ということで、

前年がマイナス 0.9% でしたので、順調に戻ってきて、やっと黒字化が見えてきたと考えています。

その他
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387 405 
329 359 355 

429 

+12.3%

-51.7%
+46百万円

サプリメント「@cosme+」
を7月にローンチ

BtoC課金サービスの1つで
ある「BLOOM BOX」を12
月で終了

279 293 273 302 292 329 

108 112 
55 54 55 54 1 3 9 

46 

セグメント別売上高 / 四半期別推移
⁃ 前期2QにおけるBtoC課金サービスの一部終了の影響を受けるも、営業投資有価証券の売却もあり増収

営業利益率

（単位:百万円）
売上高

トピックス

人材派遣

投資育成ほか

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

YoY

BtoC課金サービス

+5.8%前年同期比

15.7% 16.2%

11.0%
7.0%

3.5%
7.9%

その他に関しましては、元々見込んでいた一部の BtoC 課金サービスの終了の影響を受けておりますが、当初

の見立て通りに推移しています。
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6,016
6,800 6,416

7,237 7,011
7,980

+1.4%

+19.5%

+27.3%

+24.0%2,167 2,143 2,144 2,289 2,471 2,657
497 550 587 656 602 701

2,063 2,528 2,313 2,557 2,650 3,0211,290 1,578 1,371 1,736 1,287
1,601

1,950人1,868人1,768人1,642人1,606人1,565人
【販管費全般】
香港旗艦店のオープン関連費
用:147百万円
【その他費用】
@cosme BEAUTY DAYの
プロモーション費用:107百万
円

【販管費全般】
香港旗艦店のオープン関連費
用:104百万円
【システム関連費用】
マーケティング支援とリテール
(EC)の基幹システム改修
【人材関連費用】
名古屋旗艦店(新店)の人件
費等

【販管費全般】
香港旗艦店のオープン関連費
用:117百万円
【その他費用】
店舗スタッフの業務委託費等
がQoQ増加
【システム関連費用】
一過性のソフトウエア償却費
用:80百万円

【その他費用】
@cosme BEAUTY DAYの
プロモーション費用:119百万
円
店舗における業務委託(人員
数)がYoY・QoQで増加

販売費及び一般管理費 / 四半期別推移
⁃ 香港旗艦店・「Tokyo Beauty Week」の費用を計上するも、トップラインの伸⾧で販管比率はYoY改善

※ EC事業の配送費やモールへの支払手数料、店舗の家賃等の売上連動の変動費

その他費用

物販関連費用
システム関連費用

人材関連費用

※

販売管理費比率

（単位:百万円）
販売管理費

トピックス

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

+17.3%前年同期比

YoY

40.0%

37.7% 38.2% 38.3% 38.0%
36.9%

人員数
(業務委託等含む)

販管費全体では、前年同期比で 17.3% の増加となっておりますが、全体での販管費率は 36.9% ということで、

ほぼ横ばいに少し下がったような感じですが、十分にコントロールできている状態にあると考えています。
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+9.0%

+16.1%

限界利益※ / 四半期別推移

4,716 5,006 4,952
5,500 5,400 5,758

3,954 4,272 4,103 4,681 4,360 4,959

762 734 850
819 1,039

800
営業利益

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

（単位:百万円）
限界利益

⁃ 粗利率が相対的に低いリテール・グローバル事業の急伸により限界利益率がYoY減少するも、限界利益は着実に成⾧

1,950人1,868人1,768人1,642人1,606人1,565人

【限界利益率】
販売イベントのポイント還
元により、粗利率が減少

【限界利益率】
販売イベントのポイント還
元により、粗利率が減少

【限界利益率】
販売イベントのポイント還
元により、粗利率が減少

YoY

限界利益率

※ 限界利益:売上高から変動費である売上原価と物販関連費用 (EC事業の配送費やモールへの支払手数料、店舗の家賃等) を引いた数値

人員数
(業務委託等含む)

トピックス

人材関連費用
システム関連費用

その他費用

固定費

31.4%

27.8%
29.5% 29.1% 29.3%

26.6%

+15.0%前年同期比

限界利益率については、粗利が相対的に低いリテール事業、そして香港旗艦店もリテールですので、ここの成

長がぐっと伸びたことで限界利益率は減少していますが、限界利益は着実に成長することができています。マー

ケティング支援事業の成長は着実ですので、この全体の限界利益率自体も今後上げていくことが、果たしてい

かなければいけないことです。
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+36.4%

+4.8%

-89百万円

-64百万円

-48.3%

662 761 643 757 972 797

714 589 846
965 860

804

-14 -10 -47 -105 -150 -99 

61 66 36
25 13

34

-662 -672 -628 -823 -656 -737 

【リテール】
@cosme BEAUTY DAYの
プロモーション費用:107百万
円
【グローバル】
香港旗艦店のオープン関連費
用:147百万円

【グローバル】
香港旗艦店のオープン関連費
用:104百万円

【マーケティング支援】
一過性のソフトウエア償却費
用:80百万円
【グローバル】
香港旗艦店のオープン関連費
用:117百万円
【全社費用等】
決算賞与(連結)やコンサル等の
業務委託費

【リテール】
@cosme TOKYO:21日間
休業

【リテール】
@cosme BEAUTY DAYの
プロモーション費用:119百万
円

セグメント別営業利益 / 四半期別推移

その他

グローバル

リテール

マーケティング支援

全社費用等

（単位:百万円）
連結営業利益

トピックス

⁃ 販売ボリュームの増加によるリテール事業の増益が連結営業利益を牽引

連結営業利益率

2QFY26/1Q4Q3Q2QFY25/1Q

YoY

0

762 850734 819 1,039

5.1%
4.1%

5.1% 4.3% 5.6%
3.7%

800

+9.0%前年同期比

セグメントについては、先ほど申し上げた通りです。

©  istyle Inc. 21

直近の運営サービスの状況

KPI
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ユーザーアクションの総数

※ ユーザーアクション:当社プラットフォーム内における、閲覧以外のクチコミ・購買・プレゼントやモニター応募・商品Like・ブランドフォローなどのアクション

⁃ ベストコスメアワードで認知・関心を高め、その熱量を「@cosme BEAUTY DAY」の購買アクションへ繋ぎこみユーザーアクションが増加

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

12,000,000

14,000,000

16,000,000

18,000,000

ユーザーアクション総数の月次推移

集計方法
変更による
異常値

（＝アクションしているユーザー数  1人あたりアクション数）

決算説明
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KPI
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@cosmeの会員数※の推移

※プレミアムサービスなどの有料会員とは異なる@cosmeにユーザー登録した会員数

⁃ 会員数は引き続き増加傾向

1,110万人

920万人

直近の運営サービスの状況です。ユーザーアクションの総数ですが、メディア、店舗、EC など色々なサービ

スの中でのアクション数の総和ですが、ここも順調に成長できています。会員数も 1,110 万人ということで

増加傾向にあります。

グローバル

©  istyle Inc. 24

香港旗艦店「@cosme HONG KONG」を12月オープン
⁃ オープン初月から黒字となり、東アジアにおける@cosmeプラットフォームの構築に向けて着実なスタートをきる

【店舗概要】
Yue Hwa International Building, No.1 Kowloon Park Drive and No.7 Ashley Road, 
Kowloon, Hong Kong:所 在 地

1,298㎡ (1～3階):売 場 面 積

2025年12月5日:オ ー プ ン 日

500ブランド以上:ブ ラ ン ド 数

@cosme HONG KONG（アットコスメ香港）は、12 月にオープンしました。ちょうど香港で大規模なマンショ

ン火災等があって、非常にオープンのタイミングが難しい時期ではあったのですが、いいスタートが切れてい

ると考えています。
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業界内外との共創型の大型イベント「Tokyo Beauty Week」を11月実施

※詳細は2025年12月1日発表のプレスリリースを参照 https://www.istyle.co.jp/news/press/2025/12/1201-tbw.html

⁃ 原宿・表参道エリアを舞台に、ブランド・メディア・地域商店会など多方面のパートナーと様々なビューティ体験を提供
⁃ 単なるサンプル配布イベントではなく、10,000人を超える生活者とブランド等との確かなエンゲージメントを醸成

ユーザー満足度

95.3%

満足度

100%

ブランド満足度

95.0%

ベニューパートナー

(n=16団体)(n=51ブランド)(n=3,031人)

そして Tokyo Beauty Week というイベントを 11 月に実施いたしました。単純にメーカーさんにご出店いた

だいてブースを出していただくということだけではなく、アパレルや地元の商店街の皆様など色々なパート

ナーの方々と、ビューティーを軸にして、新しいユーザーさんとの出会いを作っていこうということで開催い

たしました。

単純にサンプルを配布したということではなく、色々なユーザーさんがブランドさんや自分のことをより深く

知るということをテーマに掲げて、約 1 万人を超える生活者とブランドさんとの出会いを作れたと思います。

1 万人という数自体はもっと集めることもできますが、単純なサンプル配布ではなく、ブランドへの理解や自

分への理解をユーザー様に体感していただきたく、入場数をコントロールいたしました。一人一人のユーザー

様が「そのブランドと出会えて良かった」と思っていただけるよう努めてきたので、見立て通りのお客様に来

ていただけました。

ユーザー満足度も 95.3%、ブランド満足度も 95%、そしてベニューパートナーとしても参画させていただき

ましたが、こちらも満足度 100% ということで、非常にいい初回のイベントになったと思います。また今年

も開催したいと考えておりますので、ぜひご期待いただければと思います。以上、全体のご説明を申し上げま

した。ありがとうございました。
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	█質疑応答
▲司会者
質疑応答に移らせていただきます。それでは、お願いいたします。

▲質問者
遠藤さんにお願いしたいのですが、旗艦店が東京、名古屋、大阪、そして香港も進出ということで、だんだん

と国内で大きな旗艦店を出す出店余地は難しくなってくると思うのですが、リテール事業の今後の成長の可能

性について、またマーケティング支援事業をさらに加速させていくには、もう一歩何が必要だと考えてらっしゃ

るのか。

もう一点、アジアの需要をどう増やしていくか、香港を起点にアイスタイルがどう存在感を出していくか、将

来的な期待を教えていただけますでしょうか。

■アイスタイル　遠藤様
はい、わかりました。今後の店舗出店に関しましては、もちろん旗艦店のようなものを次々に出していくとい

うよりも、一店舗ずつの規模拡大はこれからも図っていきたいと思っておりますし、まだ空白地帯はあると考

えています。化粧品専門店や百貨店や減少している中、我々の店舗に出てほしいというお話をいただくことも

非常に多くなりましたので、まだまだ店舗は拡大していけると考えています。既存店を大きくしていくことも

できますし、まだ我々が出店していないエリアに出店して、面としてカバーしていくことは今後必要と考えて

います。

二番目のマーケティング支援事業につきましては、今取り組んでいることとして、一つはコンサルティング事

業、そしてもう一つは、最近リリースしたクチコミを生成 AI で分析する「@cosme Copilot」というツール。

このようなものを通して、ブランドさんとユーザーの理解度をより深めていただくサービスを強化していきた

いと思っています。また広告サービスとしても、今プランニング中ですが、従来の予約型広告だけではなく、

運用型の領域に対しても取り組むことが必要と考えておりますので、このあたりを強化して加速させていきた

いと考えています。

グローバルの展開に関しましては、今回香港旗艦店をオープンしました。コロナの際に一回グローバルを集約

した時にも、東アジアの可能性は消さないという話をさせていただいたと思いますが、そこはこれからさらに

アクセルを踏んで進んでいきたいと考えています。吉松の方からも補足させていただきます。
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質疑応答

■アイスタイル　吉松様
細かい話は期末の新しい計画に盛り込んでいきたいと思いますが、今クライアント様とお話ししていて、やは

り皆様、日本国内だけではなく世界にどう出ていくかというお話を非常に多くいただきます。

香港の店は、事実上 2 店舗、3 店舗をずっとキープしてきましたし、台湾には現地の @cosme、韓国にも

GLOWPICK（グロウピック）があり、苦しいながらもその可能性をずっと掘ってきたので、ここを次のプラッ

トフォームとして提案していけるようなことを今計画しております。詳細はまた来期に向けて発表させていた

だきます。

ただ、物販で今期計画の 630 億程度というのは、化粧品市場 2.5 兆円においてまだ 2、3% を超えたぐらいの

話です。EC を含めたこのマーケットで、3、4、5% と、あとどれだけシェアを取っていけるかという議論を

しています。旗艦店というのはあくまでその一つのハブであって、他の面を取りに行くためにどういうやり方

をすればいいのか。Tokyo Beauty Week のように、@cosme という今ある武器の展開だけではないことも

含めて、色々考えていきたいと思っています。ありがとうございました。

▲司会者
以上をもちまして、本日の決算説明会を終了させていただきます。本日はありがとうございました。
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